中学校3年生第3セッション授業台本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1/3

3年生　第３セッション

歩み寄ること、できますか？ 

所要時間
50分

目的
１．周りの人の意見を取り入れながら、意思決定を見直すこと体験をさせる。

２．相手の意思を受け止めたことを伝える一言を学ばせる。

３．集団における意思決定のためには、ピア･サポートの精神にもとづいた、

他者とのコミュニケーションが必要であることを理解させる。
準備するもの

□フラッシュカード(「ピア･サポート」「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」「参加すること」「考えること」「歩み寄ろうとすること」「相手の話を受け止めた一言を言う」)

□模造紙①「意思決定の3ステップ」（第2セッション模造紙②）
□模造紙②「今日のテーマ・目標・学習の流れ」

□模造紙③「自己主張の3本柱」
□プリントA「みんなのことを考えて」（生徒数，B4）

□第3回まとめプリント（生徒数，A4：第3回振り返り用紙と両面印刷）
□第3回振り返り用紙（生徒数，A4：第3回まとめプリントと両面印刷）

般化維持プログラム　　　　　　　　　
□チャレンジ・プリント（生徒数）

□中学校3年生ピアピア新聞第3号（生徒数）

生徒の持ち物
□ピア・サポート・ファイル
□第3セッション使用プリントＢ「卒業を記念して何かしよう！」　　　　　　　　　

□筆記用具

	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習 (5分)

	ピア・サポートの授業の説明(1/1)

復習(4/5)
	1．ピア・サポートの授業の説明

· 今日は「ピア・サポート」の3回目の授業です。ピア･サポートの授業では、みなさんがお互いに支え合い助け合うよい人間関係を作るための学習をするのでした。

· さて、3年生のピア･サポートの授業の目標を覚えていますか？

· そうです。「自分の意思と共に、周りの人と決めよう」ですね。

· そして今までの授業では、この“自分が意思を持って周りの人と決める”ために必要なことを学習してきました。

2．授業の復習

· まず、集団がいろいろ考えて話し合って決めるときに大切なことが3つありましたね。何だったでしょう。

· はい。「参加すること」「考えること」「歩み寄ろうとすること」でした。

· 第1回目の授業では、話し合いに参加するスタイルには「人任せにする」ものと「直感で決めて押し通す」ものと「いろいろ考えて話し合おうとする」ものの3種類あることを知った上で、なにはともあれまずは「参加すること」が必要であるとしりました。

· 2回目となった前の授業では、2つ目の「考えること」として意思決定の3ステップを学習しました。

・では、意思決定の3ステップを確認してみましょう。

→模造紙①を用いてステップを復習する（各ステップを音読させ、第2セッションで行ったことなどを例に挙げながら説明する）。
· この意思決定の3ステップは、自分の頭の中を整理しながら考えを持つのに役立ちます。時間がかかるかもしれないし、労力もいるかもしれませんが、自分の考えに愛着と責任が持てるようになるための考え方だと説明しました。

· ですから、私はみなさんがこのステップを使えるようになってほしいと思っています。

· そしていよいよ今日は3つ目の「歩み寄ること」について学習します。


	「自分の意思と共に、周りの人と決めよう」

「参加すること」「考えること」「歩み寄ろうとすること」
	●(あらかじめ掲示)フラッシュカード「ピア・サポート」「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合うこと」

●(あらかじめ掲示)ポスター①
●フラッシュカード「参加すること」「考えること」「歩み寄ろうとすること」
◇フラッシュカード提示
●(あらかじめ掲示)模造紙①「決め方3ステップ」

	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日のテーマと目標の説明
・こちらを見ましょう。今日のテーマと目標です。

テーマ：「歩み寄ること、できますか？」

目　標：「自己主張をし合い、お互いの意思決定を
見直そう」 
2．今日の学習の流れの説明
· 次に今日の学習の流れを説明します。

· ①の復習は終わりました。今は②の今日の学習に説明をしています。

· これから③の活動を行っていきます。今日の活動も前回の卒業記念の続きを使ってみんなで話し合いを行い、歩み寄っていくことを経験します。
· それから、④「まとめ」を行い、⑤「振り返り用紙」を書いて終わりです。


	
	●（あらかじめ掲示）模造紙②「今日のテーマ・目標・学習の流れ」



	3. 活動「みんなのことを考えて」(35分)

	活動の説明(2/8)

自己主張の説明とプリント記入(6/14)

自己主張1回目(7/21)

全体シェアリング
(3/24)
選ぶ基準を設定する (3/27)

チェックする(3/30)

相手を受け止めることの説明(2/32)
全体シェアリング(8/40)

まとめ(1/41)

	1．これからすることの説明
· まず、この前の授業で使ったプリントＢ「卒業を記念して何かしよう！」を見てみましょう。ありますか？
· (生徒の様子を見て)この前の授業では、それぞれが「クラスのみんなで卒業記念に何かするなら何がよいか」ということを自分で考えました。今日は、その続きです。
· あなたは、この卒業記念イベントの企画係りになりました。そして、これから、他の企画係と、話し合いをします。

· 企画係でこれからすることを大まかに説明します。
1 3-4人の小グループになり、自分がよいと思う案について、お互いに自己主張をし合う。

2 お互いの主張を聞いた後で、自分の主張した決定が本当によかったかどうか、自分の中で見直す。

3 再び企画係で話し合いをする。
· 活動の流れはわかりましたか？
2．上手な自己主張とは？（＊小学校６年生のピア・サポートで詳しく学習、その後、中学校１年生でも少し触れている）
· では、今からプリントを１枚配ります。配られたらすぐに名前を書きましょう。
· （プリントを配付したら）ではプリントを見ましょう。「１．自己主張をしよう」とありますね。その下に、吹き出しがあります。

· これから、その吹き出しの中の下線に、言葉を書きます。

· 言葉の書き方ですが、そこにあるように上手な自己主張の言葉の3つのステップに合わせて考えます。前のプリントＢの最後にも同じように書いたのでそれと同じになってかまいませんが、練習なので書き写すのではなく考えてよりよい言葉にしましょう。
· では、その「上手な自己主張」について確認をします。黒板を見ましょう。
・自己主張とは、自分の考えや感情、つまり意思を人に伝えることです。

· これからお互いが歩み寄っていくためには、まずは話し合いをしてみないといけません。そのときに自分が頭の中で考えたことを言葉にするのです。これは当たり前のように簡単にできる人もいます。でも、わかっていても苦手でできない人もいます。
· ですから、みんなで上手な自己主張をするための基本を確認します。これまでのピアでも何度か出てきているので覚えている人もいるでしょう。
・上手な自己主張をするためには３本柱がありました。わかりますか？

・「言葉」と「声」と「体」です。

・そして、「言葉」には順番に言うと良い3つのステップがありました。みんなで読んでみましょう。

・ステップ1⇒自分の主張の結論を言う

ステップ2⇒結論の理由を言う

ステップ3⇒相手にも意見を聞く、です。
· (模造紙の各ステップを指しながら）つまり「私は○○がいいと思うな（結論）。それは、××だからだよ（理由）。みんなはどう？（意見を聞く）」というように、です。わかりますか？
· はい。それでは、これから早速このステップにのっとって、自分の主張を言葉として書き出してみましょう。時間は2分くらいにしましょう。
· (生徒の様子を見て)そろそろよいですか？一度、顔をあげましょう。
3．自己主張し合う
· では、次に進みます。プリントは「２．お互いの意見を主張し合おう」となっています。
· これから3-4人の小グループになり、そこでじゃんけんをします。勝った人が最初に自分のプリントを使って自己主張します。
· 自己主張するときには2本目の「声」と3本目「体」の柱が大切になります。

· 声はちょうどよい声の大きさ、速さを意識しましょう。

· 体の方は視線と表情に注意です。
· 次に今日の話し合いの仕方です。今日は、1人が話している間、他の人は簡単にメモを取ることにします。
· メモは、プリントにある表を使います。その空欄に主張者の名前と、主張の結論と、理由を書きましょう。
· 最初に主張した人は、グループの中の誰か1人を指名して、｢●●さんは、どう思う？｣とたずねましょう。
· そうしたら、指名された人が、同じく自分のプリントを使って自己主張します。そのようにして全員が主張をするようにしましょう。
· 最後の人は指名する相手がいませんね。でも、一応みんなにたいして「どう思う？」と言って終わることにします。ただし誰も応じる必要はありません。
· 全員の主張が終わり、メモも取れたら、お互いの主張についてもう少し聞きたいことやわからないことなどを質問し合って議論を深めてみましょう。私がよいと言うまでお互いに質問をし合ってみてください。だいたい5分くらい取ります。

· それでは、始めましょう。
· （生徒の様子を見て）全員の自己主張が終わりましたか？それから質問もし合っていますか？ 
· では、一度前を向きます。
· 普段の生活の中では、相手の言い分をメモに取る習慣はないかもしれません。しかし、メモを取ろうとすると、相手の主張をより正確に聞き取ることができます。試してみるといいですね。
・ではここで、お互いにどんな自己主張をしていたか、聞いてみます。相手から聞いた主張の結論と、その理由を発表しましょう。

→生徒から主張の結論と理由としての選ぶ基準を聞き出す。

· ここにいろいろな理由が出てきました。これは「選ぶ基準」でしたね。みなさんは今、お互いに自己主張をすることで、このようにいろいろな人の選ぶ基準を探し出すことができました。
· いろいろな人と話してみると、自分と同じ考えの人に出会って喜んだり、反対に自分では考えもしなかった選ぶ基準に出会って感心したりすることがあるでしょう。それはとても大事なことです。

4．自分の意思を再考する
· では、先へ進みます。これから、今、グループの人から聞いた意見を取り入れて、もう一度、自分の意思について考えてみます。
· 「3．もう一度、あなたの頭の中で考えてみよう」を見ましょう。
· そこに表がありますね。これまでも行ったように、選ぶ基準のところが空欄になっています。
· これから、人から聞いた意見も取り入れて、「選ぶ基準」をもう一度、表の中に書き込みます。そして、それができたらこれまでと同じように、それぞれの基準について4つの選択肢がどれくらい満たしているかを考え、○△×を書き入れていきます。では、そこまでを始めましょう。
· （生徒の様子を見て）○△×でチェックができましたか？では、得点を計算します。算出方法は表の下に説明が書いてあります。○の数×10点、△の数×5点として、計算するのです。さらに、1位はさらに3倍、2位は2倍します。まずはやってみましょう。わからなければ先生たちが回っていきます。
· （生徒の様子を見て）できましたか？最後にもう一度、話し合いを行います。今度はメモを取らなくて構いません。
· 先ほどの話し合いの続きなので、まずこんなふうに言います。「あなたの言った××っていう意見はよくわかったよ。それで、もう一度考えてみたんだけど…」です。

· この、「わかったよ」と一言入れることで、まずは相手の話を受け止めたことになります。
· 私たちは、ときどき話し合いの最中に感情が高ぶってきてきついことを言ってしまうことがあります。話し合うというより、相手を言い負かそうとしてしまう感じです。

· しかし、それで話し合いは進みませんし、進んだとしてもいい気持ではありません。

・まずは「相手の話を受け止めた一言を言う」ことが大切です。

· 話し合いの中では、このセリフが自然に出てくるだけでずいぶん歩み寄ることができるものです。

· というわけで、もう一度、先ほどの続きのようにして新しい考えを話し合ってみましょう。

· 一番の人は先ほどと同じにします。そのあとは自然な感じで言葉を工夫してみましょう。

· （生徒の様子を見て）はい、そこまでにしましょう。前を向きます。

5．全体シェアリング どんなときに意思は変わるのだろうか？
· では、ここからは少し話が変わります。私たちは、「どんなときに自分の意思が変わるのだろうか」ということを考えてみます。
・私たちは、お互いに自己主張し合う前と後で、何が変わったのでしょうか。
· まず、みなさん前の授業で書いたプリントＡの表と、今日の授業で書いたプリントＢの表を見比べると分かります。
→生徒を指名、発言させる。同じような変化に気がついた生徒がいるか、挙手で確認しながら進める。
· そうですね。つまり、みなさん、誰かと自己主張し合った結果、他の人の意見を聞いて「選ぶ基準」が増えたり、その結果として、順番にも違いが生じたりしたようです。
・では次に、自己主張をし合ったことで、このような変化が生じたことに関して、よかったと思うことは何かありますか？
→生徒を指名、発言させる。同じようなこと気がついた生徒がいるか、挙手で確認しながら進める。
・そうですね。人の意見を聞くことで、相手の考えを知ることができます。そしてその中には、自分にはなかった価値観があったり、それによって自分の意思決定を見直したりすることができますね。
6．活動のまとめ
· 今日の授業の目標である「歩み寄ること」は、やっぱりとても難しいことです。どうしても意見が合わない、ということは世の中に結構あるのです。しかし、それでも「歩み寄ろうと」して、いろいろな人と話し合うことは重要です。
・私たちは、いろいろな意見に出会うことによって視野が広がり、価値観が変化する生き物だからです。
・人と人との自己主張のぶつかり合い、すなわち今日のようなコミュニケーションを通じて、それまで大事だと思っていたことが大事でなくなったり、反対に、大したことではないと軽く考えていたことが重要なものになったりすることがあります。

· そうした変化の中で、お互いに歩み寄る力があると、それぞれの良いところが盛り込まれ、よりよい意思決定が可能になるでしょう。

	プリントを用意する
「言葉、声、体」
プリント記入
グループになる
自己主張し合う
前を向く
発表する
プリント記入
プリント記入
グループになり、話し合いを行う
前を向く
「前は○○がかからないが1位だったけど、今日は××を1位にした」｢選ぶ基準が増えた、順序が変わった｣「チェック基準が変わった」
｢自分ひとりでは思いつかなかった基準を知れた｣｢改めて自分の意思決定を見直すことができた｣

	●プリントA「みんなのことを考えて･･･」
◇プリントA配付
●模造紙③「上手な自己主張の3つの柱」
◇模造紙③提示
◇活動の補助
◇活動の補助
◇選んだ選択肢の下に、選ぶ基準を板書
選択肢がない場合、書き足す
◇活動の補助
◇活動の補助
●フラッシュカード「相手の話を受け止めた一言を言う」
◇フラッシュカード提示
◇板書する
◇板書する


	4．まとめ(4分)

	まとめ(4/45)
	· それでは今日の授業の「まとめ」をします。「第3回まとめプリント」を配ります。配られたら名前を書いて、空欄に入る言葉を考えて待っています。
→まとめプリントを読み上げながら、空欄を全体で埋めていき、授業のまとめを行う。

	
	●第3回まとめプリント/第3回振り返り用紙
◇第3回まとめプリントの配付


	5.振り返り用紙の記入(5分)

	配付と記入と回収、次回の予告(5/50)
	· 最後に振り返り用紙に、この授業を振り返ってみての感想や考えを書きます。振り返り用紙を配ります。

· 次回は、  月   日です。これまで学習したことをすべて使って中学3年生の総まとめをします。

	振り返り用紙記入、提出
	◇第3回まとめプリント/第3回振り返り用紙回収


板書計画（案）

	　　

ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄ
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模造紙②


今日の授業テーマなど





　第3セッションの課題は、第1，2セッションで取り組んだ内容の続きとして話し合いを行うことです。第2セッション（前回）で席が近かったメンバーで話をすると内容がすでに筒抜けである可能性があります。あらかじめ、席を替えて授業に臨んだ方がよいかもしれません。
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お互いに支え合い、助け合う
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上手な自己主張
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